
Kadowaki K, Yamamoto S, Sato H, Tanabe AS, Toju H (2021) Aboveground 
herbivores drive stronger plant species-specifi c feedback than belowground 
fungi to regulate tree community assembly. Oecologia. 195,773-784.
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樹木の実生は、スケールの大きな森林からすると小さな
存在です。しかし、実生の時期を生き抜いた個体のみが次
世代の森林を担うメンバーとなるため、どの実生がどこで
生き残り、十分な成長を見せるのかを知ることは、森林の
構造や組成などの大きな現象を理解する手がかりとなりま
す。先行研究により、樹木がその定着場所の環境や生物相

（植食性昆虫や土壌微生物）を変化させ、更にその変化が
今後、周囲に定着する実生の成長や生存にまで影響するこ
とが示唆されていました。このように、植物が環境に与え
る影響が植物に跳ね返ってくることをフィードバックと呼
びます。しかし、森林は巨大で複雑なシステムであるため、
実際に植食性昆虫や土壌微生物がどのようにフィードバッ
クを生み出し、樹木群集の多様性を形作っているのかは謎
のままでした。

温帯林では「アーバスキュラー菌根性（AM）」と「外生
菌根性（EcM）」という異なる菌根タイプの樹種が代表的
な存在となっています。EcM 樹種は AM 樹種よりも優占
する傾向がありますが、同一森林内で共存していることが
知られています。これらの共存・優占のパターンには土壌
微生物や植食性昆虫が引き起こすフィードバックが関与し
ていることが予想されます。今回の研究ではこれら二つの
菌根タイプを研究対象に設定し、温帯林の樹木群集の決定
要因として植食性昆虫と土壌菌が生み出すフィードバック
の役割を検証することを目的としました（図１）。

実験では、AM と EcM のそれぞれを代表するイロハモ
ミジ・クスノキ・ヤブツバキ・ヤマザクラの AM4 種と、
アカシデ・アカマツ・コジイ・コナラの EcM4 種を実験対
象としました。続いて、樹木を植える場所となるメソコズ
ムを野外に設置し、低温殺菌した実験用土を加え、根に土
壌菌を保有している樹木の苗木を植えました。菌根タイプ
ごとに別のメソコズムに植えることで、樹種の効果と菌根
タイプの効果を同時に評価できる設計です。そこに、ガラ

ス室で土壌菌や植食性昆虫がつかないように別途栽培して
おいた実生を、苗木の直下に植えて育てました。2 度の成
長期を経た 1 年半後、実生を一個体ずつ丁寧に根から掘り
起こし、植食性昆虫や土壌菌の影響を反映する様々な成長
形質を測定しました。

結果、AM 樹種であるヤブツバキの実生は、同種の樹木
の下で育つ場合、異種の AM 樹種の下で育つ場合と比べて、
植食性昆虫に葉が食べられにくくなっていました。しかし、
EcM 樹種のコナラの実生では、異種の樹木よりも同種の樹
木の下で育つ場合に葉が食べられやすくなる傾向が見られ
ました（図２）。

一方、土壌菌が実生の成長に与える効果を調べると、ヤ
ブツバキとコナラを除く多くの樹種において、同じ菌根タ
イプの樹種の下で育つ場合、異なる菌根タイプの樹木の下
で育つ場合と比べ成長が良くなる傾向がありました。つま
り、AM の実生は EcM 樹木よりも AM 樹木の下で育つ場
合に成長がより良好となり、EcM の実生は AM 樹木よりも
EcM 樹木の下で育つ場合に成長がより良好となる傾向が明
らかとなりました。

以上から、植食性昆虫が引き起こすフィードバックは、
樹種が同種か異種かという種レベルで生じるのに対し、土
壌菌では樹種よりも大きなグループである菌根タイプが同
じかどうかというスケールで生じる傾向が判明しました。
植食性昆虫のフィードバック効果が強くみられる種ほど土
壌菌のフィードバック効果は見られなくなるという興味深
い傾向も明らかになりました。

この研究成果は、地上と地下での植物と様々な生物との
ネットワークがどのように実生の定着や成長に影響するの
かを生態系レベルで実験的に示した貴重な成果です。今後
は、なぜ樹種によってこうした傾向が異なるのかに光を当
て、森林における多様な生物どうしのネットワークが果た
す知られざる役割を解明していきたいです。

▲図１　野外実験において観察された真菌類のきのこ（カレエダタケ
の仲間）と節足動物（植食性昆虫や捕食者）

▲図２　実生の葉の食害面積をもとに算出した植食性昆虫によるフィー
ドバックの方向性と強度（＊は統計的に有意な項目（P < 0.05）を示す。）

門脇 浩明
かど わき　こう めい

京都大学 白眉センター（連携：農学研究科）
特定准教授

専門は群集生態学

植食性昆虫と土壌菌が樹木の多様性の維持と遷移のカギを握る
―樹木の実生を用いた大規模な野外生態系実験で実証―

RESEARCH HIGHLIGHTS

研究ハイライト─



Seko Y, Hashimoto K, Koba K, Hayasaka D, Sawahata T (2021) Intraspecific 
differences in the invasion success of the Argentine ant Linepithema humile Mayr 
are associated with diet breadth. Scientifi c Reports  11(1): 2874
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生物が新たな環境に侵入した際、すべての生物種が侵
入後の定着に成功する（侵入成功）わけではなく、その
種が侵入を成功させるために必要な性質をもつか否か
が重要なカギとなります。その際、侵入成功の程度が種、
すなわち遺伝的な基盤の違いによって異なるのであれば、
ある生物の種内においても同様に、侵入成功の違いが生
じるはずです。しかしこれまでの研究では、侵入成功の
程度が異なる近縁種間の生態学的な比較が一般とされ、
それを種内で比較するという試みは見過ごされてきま
した。

そこで私は、侵入成功の程度が異なるアルゼンチンア
リのスーパーコロニー（ハプロタイプを共有する個体で
構成される大規模なコロニー）
に焦点を当てました。アルゼ
ンチンアリは世界各地に侵入
を成功させる侵略的外来種で
ある一方、その大半が LH1と
名付けられたスーパーコロニー
か ら 構成 さ れ る た め（ 図1）、
種内で明確に「侵入成功して
いるスーパーコロニー」と「比
較的侵入成功していないスー
パーコロニー」が区別できる
と考えたからです。本研究で
はこれらアルゼンチンアリの
スーパーコロニーを対象に、
生物の侵入成功を促進すると
考えられる性質の一つ「食の
多様性（ δ13C・δ15N か ら 推
定）」に着目して種内比較を行
いました。

そ の 結果、LH1は 他 の ス ー
パーコロニーよりも明らかに
食が多様であることが判明し
ました（図2a）。次に、各スー
パーコロニーの侵入地点にお
ける「餌資源の多様性」も同様
に調査した結果、その多様性
は各スーパーコロニーの侵入
地点でほとんど変わりません

でした（図2b）。これはすなわち、餌資源の多様性が変
わらない環境下においても、LH1は他のスーパーコロニー
に比べ、より高い食の多様性を維持することができるこ
とを示しています。したがって、これらの結果は、「食の
多様性」が外来種の侵入成功と関連する重要な性質であ
ることを示唆するものであると考えられます。

一方で、本研究では「食の多様性」と「侵入成功の程度」
の因果関係までは明らかにすることができていません。
今後、これらの因果関係を明らかにすることで、外来生
物が侵入を成功させる要因の理解に貢献したいと考え
ています。

─研究ハイライト

侵略的外来アリの侵入成功のカギは食の多様性か
―アルゼンチンアリの「種内差」から紐解く―

RESEARCH HIGHLIGHTS

近畿大学大学院　農学研究科　
博士後期課程3年　

専門は行動生態学

瀬古 祐吾
 せ    こ　 ゆう  ご

▲図 2　侵入成功しているスーパーコロニー（LH1）と比較的そうでないスーパーコロニー
（LH2,LH3,LH4）における食の多様性（a）と各スーパーコロニーの侵入地点における餌資源の多様性（ｂ）。　　

▲図１　アルゼンチンアリの主要な侵入地におけるスーパーコロニーごとの分布。



第31回　DIWPAだより
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2020年1月から2月までの1か月間、宇野とインドネシ
ア科学院（LIPI）の陸水学・土壌と水科学研究センターの研
究者（2人：Luki Subehi博士およびImroatushshoolikhah、
M.Scim） と、Betung Kerihun Danau Sentarum 国 立 公 園

（TNBKDS）の数人の研究者が合同で、インドネシア、西カリ
マンタンのカプアス流域にある、カプアス川とダナウセン
タルム国立公園に沿った三日月湖の水文生物学的調査を
行いました。なお、この調査は、京都大学研究連携基盤のサ
ポートにより行われました。そこで、宇野とインドネシア
側が今回の共同調査についてZOOMを使って2，3回の打ち
合わせを行った後、2021年5月18日には中野を含めてイン
ドネシア側とオンラインで議論しました。中野が加わった
理由は、今回の調査はカプアス川の一部としての湖沼や湿
地の調査であり、収集されたデータは陸水学的で中野の興
味をそそったのと、インドネシア側リーダーのLukiと中野
は長年の交流があるからです。ちなみに、インドネシア側
からの参加者は、Lukiを含む11名でした。

5月18日の会議では、まず調査時に収集したデータが紹
介されました。測定項目は水深、水温、透明度、pH、溶存酸素
濃度、クロロフィル濃度、全窒素・リン濃度、濁度・懸濁粒子
濃度、植物プランクトン組成・現存量、動物プランクトン組
成・現存量です。大変多くの湖沼を巡らねばならないこと
から、測定は主にセンサーを用いて行っていました。今回
議論の対象となった湖沼は、これまで誰も学術的な調査を
行ったことが無いばかりか、そもそも平素は人間が立ち入
らない湖沼が多くありました。三日月湖は、河川の蛇行が
進行して河川水が横溢した結果、河道が切断され、元の蛇
行区間が河川本体から切り離された状態となった湖沼の
ことです。このため、三日月湖によっては元の河川と地下
で水路がつながっているケースもみられ、そのことが溶存
酸素濃度や濁度の鉛直的な分布に表れていました。つまり、
それらの三日月湖は湖沼本体だけで閉じている系ではなく、
近くの河川と水の行き来のある開放的な系なのです。これ
は大変興味深いのですが、その反面、内外の水の動きの情
報も考慮に入れなければならず、データの解釈には注意が
必要です。

しかし今回、改めて感じたことは、開発途上国の湖沼に
はまだ我々人間が立ち入ったことの無い未知の世界が広
がっており、そこには未記載の生物種や我々の想像を超え
る生物間相互作用が存在するかもしれません。まさに、研
究の秘境です。目的の湖沼にたどり着くだけでも、すぐ近
くの都市や町から丸一日かかる場合もあるようで、調査・

研究は多大な労力と時間を要しますが、とても夢を感じま
した。

一方で、インドネシアは人口2億6千万人を超える世界第
4位の大きな国です。その経済発展は極めて著しく、科学技
術の進歩にも目を見張るものがあります。でも人間活動が
増大する結果、今回ご紹介差し上げたボルネオ島の三日月
湖のような未開の地域に人間活動がおよび、貴重な何かが
失われることがあるかもしれません。実際、今回の研究対
象地域でも、すぐ近くで金の採掘が行われているそうです。

ともあれ、DIWPAを通じて動き出した共同研究です。確
実に、焦らず、しっかりと、育んでいきたいと思います。

インドネシアの三日月湖はすごい！

DIWPA だより─

▲写真１：調査を行った１－２月は現地の雨季に
あたり、Danau Sentarum では多くの水没林が出
現していた。

旧・京都大学　生態学研究センター
特定准教授

現・日本学術振興会　特別研究員
( 北海道大学　環境科学院 )　　　

宇野 裕美
 う   の　 ひろ  み

京都大学　
生態学研究センター

教授

中野 伸一
 なか の　  しん いち

インドネシア科学院
陸水学研究センター

主任研究員

Luki Subehi



博士

古川 紗央里 絶対送粉共生系において植物の種子生産に影響を及ぼす要因の解明
池本 美都 Within- and across-year legacy effects of herbivores on plant-associated arthropods and reproductive success in a 

perennial heab（植食者の年内と越年の遺産効果が植物利用者と多年生草本の繁殖成功に与える影響）
蔡 吉 Ecology and diversity of freshwater picocyanobacteria in Japanese lakes（日本湖沼に生息する淡水性ピコシアノバク

テリアの生態と多様性）

修士

中村 友美 異常気象とマスティングの同時発生は小笠原諸島のシマイスノキの被害を拡大する (The simultaneous events of 
extreme climate and masting increase the damage of Distylium lepidotum trees in the Ogasawara Islands)

皆木 寛司 小笠原低木林 20樹種における極端な夏の乾燥下での通水欠損障害と糖欠乏 (Hydraulic failure and carbon 
starvation in 20 drought-tolerance woody plants under extreme summer-drought in the Ogasawara islands. )

木下 桂 安定同位体手法を用いた琵琶湖水系における寄生生物の栄養段階の推定 (Estimation of the trophic levels of the 
parasites in Lake Biwa basin by the stable isotope technique)

武田 結花 豊かな土壌栄養循環は作物の生育を促進するか？　環境保全型農業の数理的検討 (Does rich soil nutrient cycling 
promote crop growth? Mathematical analysis of Conservation Agriculture)

堀 淑恵 共生者間の組み合わせが宿主に及ぼす相加的・非相加的効果 (Additive and Non-additive Effects of Multiple Fungal 
Symbionts on Host Plant Performance)

横井 瑞士 融雪期の氾濫原における多用な水域生物群集の形成メカニズム (Development of various aquatic communities in a 
floodplain over the snowmelt period)

24 ─その他のお知らせ

2020年度　生態研セミナー開催報告
◉毎月第3金曜日（3月・8月は除く）に、センター外の方々も自由に参加できるセミナーを開催しています。本セミナーは生態学研究セン
ターにて開催し、会場への直接参加による視聴と合わせて、講師の同意が得られる場合にはWeb上 でもセミナーのリアルタイム配信を行
なっています。2020年度は COVID-19 の影響により会場で講演を行うことは中止し、Zoom を用いたオンラインセミナーとしてのみ
計9回開催しました。これについてもWeb配信に準じて扱い、講師の同意が得られた場合には外部に公開しました。

開催日 タ 　 イ 　 ト 　 ル 講 演 者 所 　 属
第315回 5 月 15 日 琵琶湖深水層に発達するちょっと変わった微生物ループの生態 中野 伸一 京都大学生態学研究センター

超学際研究における生態学の役割：流域ガバナンスを事例として 奥田 昇 京都大学生態学研究センター

第 316 回 ６月 19 日 タバコ属植物の接木能力の研究から見えた接木・傷・寄生の共通原理 野田口 理孝 名古屋大学生物機能開発利用研究センター

こうして私はVignaに惚れた～耐塩性進化の多様性と可能性～ 内藤 健 農研機構遺伝資源センター

第317回 7 月 17 日 植物土壌フィードバックと温帯林樹木群集のダイナミクス 門脇 浩明 京都大学フィールド科学教育研究センター

物が放出する緑葉揮発性成分2-ヘキセナールの生理機能の解明 ー植物の
コミュニケーションツールとしてのみどりの香りー

山内 靖雄 神戸大学大学院農学研究科

第318回 9 月 18 日 戦略的な外来植物管理-小笠原における研究と実践 大澤 剛士 東京都立大学大学院都市環境科学研究科

海洋島における外来哺乳動物の攪乱と駆除に伴う生態系の変化 畑 憲治 日本大学商学部

 第319回 10月16日 人口減少時代における気候変動適応としての生態系を活用した防災減災
（Eco-DRR）の評価と社会実装

吉田 丈人 総合地球環境学研究所・東京大学大学院総
合文化研究科

流域治水への転換に見る国土の再生への期待 島谷 幸弘 九州大学大学院工学研究院

第320回 11月20日 １万を超える人工生態系により生態系と生命の謎に迫る 細田 一史 大阪大学国際共創大学院学位プログラム推
進機構

微生物群集構造の推定：共起ネットワーク分析と代謝ネットワーク解析 竹本 和広 九州工業大学大学院情報工学研究院

第 321 回 12 月 18 日 土壌微生物活性の季節性が降水時における森林集水域からの窒素流出量
に与える影響について

尾坂 兼一 滋賀県立大学環境科学部

同位体組成からみた無脊椎動物の食性の特徴 兵藤 不二夫 岡山大学異分野融合先端研究コア

第 322 回 1 月 15 日 植物の形質多様性のパターンとそのメカニズム 小野田 雄介 京都大学大学院農学研究科

RNA-seqで明らかにする長期継続感染における植物―ウイルス相互作用 本庄 三恵 京都大学生態学研究センター

第323回 2 月 26 日 ピシウム菌の分類と生態 東條 元昭 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科

植物-微生物相互作用を時空間的側面から考える 別役 重之 龍谷大学農学部植物生命科学科

日付 学校名 内容 担当・講演者 開催場所
8 月 20 日　 滋賀県立彦根東高校 ハダニの観察とハダニの色光に対する選好性について、観察と課題研究の

相談、施設見学
小澤 生態学研究センター

10 月 2 日 滋賀県立膳所高校 化学生態学への招待 - 植物の香り はどのような役割を持っているか - 髙林 滋賀県立膳所高校

2020年度　中学生、高校生等対象の研修・講習会の報告

2020年度　博士・修士学位取得者と論文タイトル
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京都大学生態学研究センター
  運営委員会（第 73 回）議事要旨

日　時：　令和３年３月１１日（木）１３：３０～１４：２５
場　所：　zoom によるオンライン
出席者：　運営委員 22 名

（議事前）
○東日本大震災が発生した日の開催となったため、全員で黙祷をした。
○定足数について、２２名の出席により委員の過半数を超えており、委員
会は成立している旨、報告があった。
○前回（第７２回（令和２年３月２４日開催））運営委員会メール審議議
事要旨について、確認された。
○資料１の現在の運営委員について、令和３年３月で任期が終わる３名の
委員について、すでに再委嘱を依頼し承認されていること、本日欠席の関
西学院大学の巌佐先生が関学を退職されるが、九州大学名誉教授として引
き続き運営委員であることが報告された。

（議題）
１．副センター長の指名について

中野センター長から、副センター長に関する申合せにより、副センター
長はセンター長が指名し、協議員会と運営委員会で承認を得るとされて
おり、４月からは木庭啓介教授を指名したいとの説明があり、審議の結果
承認された。

（報告事項）
１．次期センター長について

中野センター長から、３月で任期を迎えるが、昨年度末の外部評価時に
任期が長すぎるとの意見があり教員で議論をした上で、今年１月１５日
の協議員会において投票を実施し、再選されたと報告があった。

２．センター外部評価について
中野センター長から、令和２年３月３０日開催の外部評価委員会で、北

海道大学齊藤先生、東北大学占部先生、横浜国立大学鏡味先生、本学の沼
田英治先生、松浦健二先生に過去７年間の評価をしていただいた。その中
で、センターの分野の分け方の見直しに向けた、ミッション・ビジョンの
明確化の意見があり、資料２の通りまとめたことの報告があった。他のご
意見については、今後対応すると補足説明があった。

３．令和４年度概算要求申請について
資料３に基づき、現在鉛直的な琵琶湖の調査を継続しているものを、も

う少し面的な測定を実施するものとして拠点の機能も高めていくことを
目指し、計画・申請したことの報告があった。

４．センター一般公開について
資料４に基づき、本学隔地のセンター・附置研究所が一般市民向けに公

開する京大ウイークスの一環として、令和２年１０月１７日にコロナ禍
を考慮して３２人に限定して実施され、好評だったことが報告された。

５．公開講演会について
中野センター長から、資料５に基づき、毎年開催しているシリーズ公開

講演会を、会場を借りて行う形ではなくzoomを用い「もっと知りたい琵
琶湖の深呼吸」と題して２月２０日に実施したと報告があった。

６．部局間交流協定について
資料６に基づきインドネシア陸水学研究センターと、令和２年６月

１２日に部局間交流協定を締結したと報告があった。
７．令和２年度　外部資金の受入れについて

中野センター長から資料７に基づき、科学研究費以外に受入れた外部
資金について報告があった。

８．令和２年度　職員の兼業について
中野センター長から資料８に基づき、今年度承認された兼業について

報告があった。
９．令和２年度　協力研究員受入れについて

資料９に基づき今年度採択された協力研究員について、報告があった。
１０．令和２年～令和３年度の研究生受入れについて

資料１０に基づき、今年度から来年度受入れている研究生について報
告があった。

１１．令和３年度招へい研究員について
資料１１に基づき、次年度の招へい研究員について報告があった。今年

度招へい予定で来日できず次年度に延期となった方があると説明がなされ、
これに対し可知委員より、京都大学では現地雇用できないかとの質問が
あり、来日しないと雇用できないと回答があった。東京都立大学は、海外
にいるままオンラインでの授業を行う非常勤講師を、雇用できることになっ
たとの情報だったが、本学も現地雇用の制度ができたが、対象者は限定し
た条件に合致する必要があり招へい研究員は対象ではないと事務から説
明があった。

１２．令和３年度　日本学術振興会特別研究員の受入れについて

資料１２に基づき、次年度に受入れる学振特別研究員について、報告が
あった。

１３．その他
当センターの運営について、ご意見をいただいた。

・占部委員から、共同利用拠点の利用者、特に長期滞在者のため、宿泊施設
の割引や案内ができないかと提案があり、宿泊施設を作ることは難しい
ため、安価なホテルや、通えるエリアのウィークリーマンション等の情報
を案内していると回答があった。
・塩谷委員から、構成員に助教がいないため、若手研究者を育成する、世代
の循環をさせるようなプロモーションがあるかと質問があり、生態フィー
ルド学系において、次年度から若手重点戦略定員が配置されたので、当セ
ンターでも使うことになるが、１人目はフィールド研で助教を雇用し、テ
ニュア・トラック後の２人目に生態研で助教を雇用する予定であること、
機関としてポスドクを毎年２名程度２年以内で雇用することを継続して
いる。また総合地球環境研究所のプロジェクトによるクロスアポイント
メントができれば、その枠を利用して若手を雇用したいと説明があった。
・村山委員から、企業連携について取り組みがあれば、教えて欲しいと質
問があり、昨年度まで２年間、琵琶湖のアオコについて民間企業と共同研
究をしていたことと、東樹委員が役員を務める、研究成果活用企業と共同
研究を実施している実績があると回答があった。

京都大学生態学研究センター
共同利用運営委員会（第 29 回）議事要旨

日　時：　令和３年３月１１日（木）１４：４０～１５：２５
場　所：　zoom によるオンライン
出席者：　共同利用運営委員 18 名、陪席 1 名
◯出席者は１８名であり、過半数の１３名を超えており、会議成立が報告
された。
○中野センター長が陪席することについて諮り、了承された。
○共同利用運営委員会（第２７回）メール審議議事要旨、令和２年３月
２４日開催及び、共同利用運営委員会（第２８回）メール会議議事要旨（案）
令和２年１０月２８日について、確認があり、承認された。

（議　題）
１．令和３年度共同研究・研究集会・ワークショップの採択について

次年度の京都大学生態学研究センター全国共同利用共同拠点における
共同研究・研究集会・ワークショップの公募に対し、国際共同研究に１件、
共同研究ａ６件、研究集会に２件・ワークショップ４件の申請があり、専
門委員会で審査した結果について説明があり、予算配分を含めた採択案
について、審議の結果、承認された。審査された陀安委員から継続申請に
ついて前年度の研究内容がわかる形にしてあるが、何年続いているかが
わかるように申請することを検討してほしいと意見があり、次年度の様
式に反映させると回答された。また、今年度はコロナ禍のため、実施が困
難な研究があったが可能な範囲で実施してもらったことが説明され、塩
尻委員から、大津にある生態研と、京都大学の新型コロナ対策の基準に差
があった場合に、どう対応したか質問があり、立地場所の滋賀県の意向を
優先に対応したことが説明された。

（報　告）
１．共同利用・共同研究拠点第３期期末評価用調書について

平成２８年度から今年度１２月まで５年間の活動をまとめた期末評価
用調書を、第４期の拠点申請書とともに、提出したことの報告があった。

２．その他
拠点の運営について、ご意見や質問は以下の通り

・半場委員から、陀安委員がおられる地球研と生態研とで、同位体関係の
研究を実施できるが、地球研では１２月～１月に予約が取れない状態に
ある。その時期に生態研で同位体関係の実験ができるかと質問があった。
年間の調査・研究においてデータがでてくる１２月頃に利用が集中する
こととなり、陀安委員からも、トレーサーなど状況によって使わせてもらい、
連携していると回答があった。木庭委員長から、地球研には宿泊施設もあ
るため、遠方からの方の対応ができることを、案内することがあると説明
があった。
・速水委員から、新たに設けた国際共同研究という枠は、過去からもあっ
たのではないかと質問があった。文科省に対して報告する中で、研究機関
が国際的なものを国際共同研究とカウントしていたが、新たな枠組みと
して１件を海外との旅費だけをサポートするものとして位置づけ、限ら
れた予算で有効な取り組みができ、PIが来るときに若手研究者を連れて
くるなど、留学せずに国際的な人脈を作れる利点があると回答された。
・陪席の中野センター長から、文科省において昨年度は高等教育局で現況
調査があり、まもなくその結果が出て、各部局の各大学における評価が示
される。高等教育局と研究振興局は相互に連絡を取り合っており、現況調
査の結果が良くないと研究振興局側は、拠点の評価も厳しくすると言わ
れている。新たな拠点の申請に関してネットワーク型が多くでていると
聞いており、単独拠点で申請をしている当センターは厳しい状況になっ
ているため、第４期にかけて、引き続きご協力をいただきたいと情報提供
があった。

その他のお知らせ─
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2021年度 運営委員・共同利用運営委員名簿
運営委 員

 氏 　名 所 　属 任 　期

議長

中野 伸一 生態学研究センター長 2020.4.1～2022.3.31

第1号委員

木庭 啓介 生態学研究センター・教授 2020.4.1～2022.3.31

山内 淳 〃 〃

髙林 純示 〃 〃

工藤 洋 〃 〃

石田 厚 〃 〃

酒井 章子 〃 〃

谷内 茂雄 生態学研究センター・准教授 〃

東樹 宏和 〃 〃　

本庄 三恵 〃 〃

第2号委員

國府 寛司 京都大学大学院理学研究科長　　　　　　2021.4.1～2023.3.31

澤山 茂樹 京都大学大学院農学研究科長 2021.4.1〜2022.3.31

小島 泰雄 京都大学大学院人間・環境学
研究科長 2020.4.1～2022.3.31

塩谷 雅人 京都大学生存圏研究所長 〃

速水 洋子 京都大学東南アジア地域研究研究
所長 〃

村山 美穂 京都大学野生動物研究センター長 〃

第3号委員

内海 俊介 北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター・准教授 2020.4.1～2022.3.31

占部 城太郎 東北大学大学院生命科学研究科・
教授 〃

永田 俊 東京大学大気海洋研究所・教授 〃

可知 直毅 東京都立大学・特任教授 2021.4.1～2023.3.31

鏡味 麻衣子 横浜国立大学大学院環境情報研究
院・教授 2020.4.1～2022.3.31

村岡 裕由 岐阜大学流域圏科学研究センター・
教授 〃

陀安 一郎 総合地球環境学研究所・教授 〃

半場 祐子 京都工芸繊維大学応用生物学系・
教授 〃

塩尻 かおり 龍谷大学農学部・准教授 〃

巌佐 庸 九州大学・名誉教授 〃

佐竹 暁子 九州大学大学院理学研究院・
教授 〃

辻 瑞樹 琉球大学農学部・教授 〃

共同利用運営委 員

 氏 　名 所　 属 任 　期

第1号委員

木庭 啓介（☆）生態学研究センター・教授 2020.4.1～2022.3.31

山内 淳 〃 〃

髙林 純示 〃 〃

工藤 洋 〃 〃

石田 厚 〃 〃

酒井 章子 〃 〃

第2号委員

國府 寛司 京都大学大学院理学研究科長　　　　　　2021.4.1～2023.3.31

澤山 茂樹 京都大学大学院農学研究科長 2021.4.1〜2022.3.31

小島 泰雄 京都大学大学院人間・環境学
研究科長 2020.4.1～2022.3.31

塩谷 雅人 京都大学生存圏研究所長 〃

速水 洋子 京都大学東南アジア地域研究研究
所長 〃

村山 美穂 京都大学野生動物研究センター長 〃

第3号委員

内海 俊介 北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター・准教授 2020.4.1～2022.3.31

占部 城太郎 東北大学大学院生命科学研究科・
教授 〃

永田 俊 東京大学大気海洋研究所・教授 〃

可知 直毅 東京都立大学・特任教授 2021.4.1～2023.3.31

鏡味 麻衣子 横浜国立大学大学院環境情報研究
院・教授 2020.4.1～2022.3.31

村岡 裕由 岐阜大学流域圏科学研究センター・
教授 〃

陀安 一郎 総合地球環境学研究所・教授 〃

半場 祐子 京都工芸繊維大学応用生物学系・
教授 〃

塩尻 かおり 龍谷大学農学部・准教授 〃

巌佐 庸 九州大学・名誉教授 〃

佐竹 暁子 九州大学大学院理学研究院・
教授 〃

辻 瑞樹 琉球大学農学部・教授 〃

☆議長
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2021年度 協力研究員名簿
氏　名 所　属　等 課　　題　　名

陀安 一郎 総合地球環境学研究所　研究基盤国際センター・
教授 各種安定同位体比を用いた生態系解析

崎尾 均 新潟大学　佐渡自然共生科学センター・センター
長 水辺林の生態と更新・再生

坂田 ゆず 秋田県立大学　生物資源科学部・助教 外来植物 - 在来植物の相互作用における物理的環境と生物的環境の役割

源 利文 神戸大学大学院　人間発達環境学研究科・准教授 環境 DNA を用いた淡水域における生物相モニタリング法の開発とその応用

荒木 希和子 立命館大学　生命科学部・講師 クローン性植物における分子生態学的研究

野崎 健太郎 椙山女学園大学　教育学部・准教授
1. 接合藻アオミドロ属（Spirogyra 属）の自然史研究
2. 無機酸性河川の陸水学
3. 災害時における避難所での環境水（自然水）の利用可能性
4. 自然体験型学習の効果測定

原口 昭 北九州市立大学　国際環境工学部・教授 泥炭地生態系の一次生産と分解機能の解析

由水 千景 総合地球環境学研究所　研究基盤国際センター・
研究員 安定同位体比を用いた水域の物質循環研究

森 豊彦 人と自然の共生ネット・会長 生態学的手法による地域活性化

今井 一郎 滋賀県立琵琶湖博物館・特別研究員 / 北海道大
学・名誉教授

植物プランクトンの生理・生態・生活環
有害有毒赤潮の発生機構・発生予知・発生予防と駆除
アオコの微生物学的防除および発生予防

亀田 佳代子 滋賀県立琵琶湖博物館・専門学芸員 生態系における鳥類の機能の解明

高野（竹中） 
宏平 長野県環境保全研究所・研究員 サトイモ科植物の送粉生態及び希少植物の保全

村中 智明 鹿児島大学・日本学術振興会　特別研究員（PD） ハクサンハタザオおよびアオウキクサ属植物を用いた概日時計機構の分子進化
生態学

岡崎 友輔 京都大学　化学研究所　化学生命科学研究領域・
助教 環境ゲノム解析を活用した琵琶湖微生物生態系の研究

伊藤 公一
日本学術振興会 海外特別研究員 ( 派遣
先：Department of Zoology, University 
of British Columbia)( 派遣先での身分：
Postdoctoral Research Fellow)

競争と協力がもたらす個体間の複雑な相互作用

辻 かおる Stanford University・研究員 花の雌雄差と花を利用する昆虫や微生物群集の関係

神谷 麻梨 京都大学 iPS 細胞研究財団 品質部 ゲノム解析
チーム・サブチームリーダー 野外のウイルス感染植物におけるリカバリー現象の解析

小沢 晴司 宮城大学　事業構想学群　教授 地域景観の魅力再発見と災害からの再生

三木 健 龍谷大学　先端理工学部・教授 琵琶湖の微生物群集に関する生物多様性および生態系機能の時空間動態の解明

奥田 昇 神戸大学　内海域環境教育研究センター・教授 琵琶湖流域の生物多様性と生態系機能に関する研究

宇野 裕美 北海道大学環境科学院・日本学術振興会　特別研
究員（PD） 琵琶湖からの遡上魚が流入河川生態系に与える影響評価

大串 隆之 京都大学・名誉教授 間接効果概念の考究と啓発

その他のお知らせ─

2021-2022 年度の協力研究員を募集しています
生態学研究センターでは全国共同利用研究施設として、開かれた研究活動を活発化するために、協力研究員制度を設け
ています。協力研究員は、担当教員と相談のうえ、施設の一部をセンター員に準じて利用することができます。共同利
用施設の利用にあたっては、共同利用研究申請書を提出し、所定の手続をしてください。協力研究員は、本センターの
協議員会の議に基づきセンター長が委嘱します。なお、協力研究員は生態学研究センターの研究活動の協力者であり、
生態学研究センターに在籍する身分として認められるものではありません。

任期：2021 年 4 月 1 日〜 2023 年 3 月 31 日までの 2 年間
・申請は随時受け付けています。
・申込書を生態学研究センターのホームページ（http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/fellow.html）からダウンロード
いただき、下記の共同利用担当までメール添付にてお申込み下さい。
-------------------------------------------
 　【申請・問い合わせ先】
 　〒 520-2113　滋賀県大津市平野 2 丁目 509 － 3
 　京都大学生態学研究センター・共同利用担当
    　電子メール：kyodo-riyo[at]ecology.kyoto-u.ac.jp（[at] は @ に変えてください）

   電話：077 － 549 － 8200 
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◆当紙面内容は、バックナンバーも含めセンターホームページに掲載されています。

生態学研究センターには、今年度も大学院新入生や研究員のみなさんがたくさ
ん加入され、新型コロナウィルスに気をつけながらも、和気あいあいと研究して
います。今できることを着々と進めつつ、来年度はワクチン接種も終わって思い
切り野外調査ができる世界になっていることを楽しみにしています（東樹宏和）。

─その他のお知らせ
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生態学や生態学研究センターの研究を紹介するイベントとして、オープン
キャンパス2021を4月2日、ビデオ会議システムを使用したネット配信で
開催した。また、理学研究科生物科学専攻と共同で生物系合同入試説明会を
4月24日に開催した。

タイの乾季落葉樹林（落葉フタバガキ林）で、乾季に生じた山火事の様子（a）
と鎮火後の様子（b）。乾季落葉樹林では、乾季に毎年もしくは数年に１度山
火事が入ります。そのような林では、山火事に耐性を持つ樹木しか生き残っ
ていけません。今後の温暖化の進行により、乾燥の頻度の増加やそれに伴う
山火事の増加も予測されています。このような温暖化等による極端な気象
や高まる人為影響による森林生態系への影響評価は、今後ますます重要に
なってきます。しかし私もCOVID-19の蔓延により、調査地であるタイへ去
年からずっと行けていません。気象測定機器など野外に設置していた機材も、
使い物にならなくなっているのではと思われます。みなさまもCOVID-19
により野外調査に様々な支障が出てきているものと思います。１日でも早
いCOVID-19の収束と、みなさまの健康維持をお祈りいたします（石田厚）。

新入生関連行事について

● 特定准教授の宇野裕美が3月31日付で退職しました。

● 特定研究員の西尾治幾が3月31日付で退職しました。
● 学振外国人特別研究員のZHENG, Jinsenが3月31日で退職しました。
● 伊藤公一・風間健宏・蔡吉・柴田あかり・清水華子・西野貴騎が

4月1日付で研究員として採用されました。
● 研究員の蔡吉が5月31日付で退職しました。

センター員の異動

◆潮雅之特定准教授（白眉センター）が、令和3年度科学技術分野の文部科学大臣表彰　
　若手科学者賞を受賞しました。
   　「野外生態系動態の制御機構に関する研究」

【受賞内容】
生物の個体数変動がどう生じ、生態系規模の現象がどうやって起こるのかを理解することは生態学の目標の一つです。
しかし、生態系は多くの要因が相互作用する大規模複雑系であり、実証データに基づく解析は困難でした。今回受賞対象
となった一連の研究では、野外調査･室内実験･データ解析を高度に融合させ、常に新たな手法を開発しながら、野外生
態系研究における技術的･概念的な困難を克服してきました。その結果、一連の研究により、生物群集の種組成･個体数の決定機構の
理解や変動の予測が可能であることを示しました。例えば、日本海の長期魚類群集観測データと新規に開発した時系列解析手法によ
り生物の個体数変動に種間の相互作用が重要であることを世界で初めて実証しました。一連の成果は複雑な系の動態の将来予測や制
御に寄与するものであり、農業生態系や人の健康に関わる微生物群集の制御の技術的･理論的基盤にもなりうると期待されています。

【受賞コメント】
膨大な要因が絡み合う複雑な生態系動態を理解するために多種多様な解析を統合してきました。結果として複雑になってしまっ
た一連の研究成果を評価していただきありがとうございます。

◆博士後期課程2年鈴木紗也華が、第68回日本生態学会 最優秀ポスター賞（※１）、
　第65回日本応用動物昆虫学会 ポスター賞（※２）を受賞しました。
   　「節足動物群集の DNA メタバーコーディングから被食-捕食ネットワークの季節動態へ」（※１）　　　　
　　「DNAメタバーコーディングを用いた草原性クモ群集の被食-捕食ネットワークの季節動態と種特異性の評価」（※2）

【受賞内容】
陸上生態系における食物網の季節動態」をテーマとして、修士研究で得られた成果をもとに、さらに解析を進めた結果を
今回2つの学会で発表させていただきました。陸上生態系において中間捕食者とされるクモ群集に着目し、食物網構造
が季節的にどのように変化するのか、またクモ種ごとの餌生物の特異性について解析を行いました。その結果、秋にかけて食物網構造
が大幅に変化すること、クモ種ごとに餌生物の特異性が高い種と、特異性が見られない種（ジェネラリスト種）が存在することが明ら
かになりました。今回は約2300個体のクモ群集の餌生物をDNAメタバーコーディングで解析したことで、節足動物群集の食物網構
造を網羅的に明らかにすることが可能になりました。

【受賞コメント】
今回はオンラインでの発表ということで、レイアウトや文字の大きさを工夫してポスター作成に取り組
みました。多くの方からコメントをいただき、今後の研究の展開について様々なフィードバックをいた
だけました。今後とも研究に精進していきたいと思います。

センターニュース　オンライン化のお知らせ
 生態学研究センターニュースはこれまで年 2 回冊子体を印刷し、発行してまいりましたが、社会における情報伝達の形態が変化する

中、今まで以上に幅広く研究者コミュニティおよび社会全体に情報発信させていただける出版形態への移行を準備しております。つき
ましては、1 年後の 2022 年 7 月号より、オンライン版主体の発行形態に移行させていただく予定でおります※（2022 年 1 月号はこ
れまで通りお届けいたします）。発行のお知らせといたしまして、これまでの読者の方々へメール配信させていただきますとともに、各
種メーリングリスト等でもご通知させていただく予定でおります。

メール配信の新規登録、配信先の変更、配信停止等をご希望の場合は、インターネット上の以下のフォームより必要事項のご入力を
どうぞお願いいたします。

https://ws.formzu.net/fgen/S75832635/
 オンライン化に伴い、より多角的で迅速な情報発信を目指してまいります。
 今後とも当センターの研究活動にご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
※図書室を運営される公的機関等へは、これまで通り冊子体版もお届けいたします。

受賞の
お知らせ


